
 
 

 
 

春
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

う
ら
ら
か
な
春
が
や
っ
て
来
た
。 

こ
の
季
節
、
何
と
素
晴
ら
し
い
こ 

と
か
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日 

頃
か
ら
高
橋
政
雄
の
地
域
活
動
に 

温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
い
た 

だ
き
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

今
、
世
界
社
会
で
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
続
い
て
い
る
。

三
年
目
と
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
理

不
尽
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
。 

 

嫌
な
こ
と
が
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の
災
厄
は
そ
う
そ

う
あ
る
は
ず
が
な
い
と
思
う
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
こ
ん

な
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
予
測
し
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
早
い
終
息
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
安
寧
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
私
の
心
は
常
に
地
元
に
あ
り
ま
す
。

「
高
橋
ま
さ
お
」
は
、
地
域
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
と
心
を

共
に
し
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

令
和
四
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■浦和市中尾（現、さいたま市緑区）生まれ 
  原山幼稚園 ・ 尾間木小 ・ 東浦和中 
  浦和南高を経て 中央工学校建築科卒 
■一級建築士 ・ 宅地建物取引士 
  被災建築物応急危険度判定士 
■小中学校PTA会長 ・ 市Ｐ連会長 ・ 商店会長 
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   行政改革推進懇話会 ・ 県 都市計画審議会 
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     ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ205団育成会顧問 ・ 他 
     県 都市計画審議会 
■議会 四期生会長（元副議長・元監査委員）  
       会派副団長 

お
正 

月 

墓 

参 
 

 

 
 健 

康 
歩 

き 

  
 

父
・母
・マ
ー
君…

 
 

お
正
月
に
、
妻
と
お
墓
参
り
に
出
か
け
た
。 

や
や
宗
教
心
に
希
薄
な
「
ま
ー
ち
ゃ
ん
」
が
、

珍
し
く
墓
参
し
た
の
だ
。
少
々
、
家
族
内
の

不
協
和
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。 

 

知
人
の
お
坊 

さ
ん
議
員
に
相 

談
、
墓
参
と
い 

う
事
に
な
っ
た
。 

 

何
と
な
く
、 

暖
か
い
空
気
が 

流
れ
て
来
た
か 

も
し
れ
な
い
。 

 
 
 

俺
も
、
歳
を
重
ね
た
か
な
？ 

 
 

ま
ん
延
防
止
対
応 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
困
っ
た
こ
と 

が
あ
る
。
健
康
に
も
つ
な
が
る
調
査
探
訪
が 

少
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

 

コ
ロ
ナ
の
感 

染
防
止
の
自
己 

防
衛
は
必
要
だ 

し
、
健
康
歩
き 

探
訪
も
大
切
だ
。 

 

ど
う
し
た
ら 

良
い
の
？ 

 
 

歩
く 

歩
く 

い
っ
ぱ
い
歩
き
た
い 
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菩
提
寺
「吉
祥
寺
」 



二
月
の｢

本
会
議
質
問｣

 

  

<2/17～3/25> 

 本年の県議会にて、締めくくりの演壇に 
 立ち、県に対して鋭く質問・提言。 
「郷土芸術家の育成、子供たちへの教育 
 普及を積極的に行うべきと考えるが…」 
 高橋政雄の落ち着きを持った情熱発言に、 
 じっと聞き入る議員皆様でした。 

  「地域の声を県政に」届けます！ 

④
県
立
病
院
「総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」 

●
私
が
幼
稚
園
の
時
、
お
父
ち
ゃ
ん
が
交
通
事
故
で
高
次
脳
機
能

障
害
者
に
な
っ
た
。
以
来
家
庭
は
地
獄
と
な
っ
た
。
若
年
認
知
症

に
な
り
若
く
し
て
死
ん
だ
。
お
母
ち
ゃ
ん
も
一
年
後
に
死
ん
だ
よ
。 

 

今
、
リ
ハ
セ
ン
で
は
高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
、
他
の
医
療
機
関

で
は
対
応
困
難
な
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
十
分
に

対
応
で
き
て
い
る
か
心
配
だ
。
今
後
も
、
必
要
と
す
る
医
療
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
患

者
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
も
県
立
病
院
と
し
て
の
使
命
。 

こ
れ
ま
で
と
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

《
福
祉
部
長
答
弁
》 

 

高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
医
療
環
境
の
変
化
は
大
き
く
、
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
的
確
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
医
療
機
関
の
ご
協
力
も
頂
き
、
関
係
機
関
訪
問
や
セ
ミ

ナ
ー
実
施
も
。
今
後
も
、
県
立
病
院
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

⑦
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散 

防
止
対
策 

●
最
後
の
質
問
で
す
。 

石
綿
が
多
く
使
用
さ
れ
た 

建
築
物
の
老
朽
化
等
に
よ 

り
、
順
次
解
体
工
事
が
増
加
し
て
い
る
。 

 

石
綿
の
飛
散
防
止
対
策
は
、
県
民
の
安
心
安
全
の
重
要
な
課
題
で
す
。 

こ
れ
ま
で
、
規
制
対
象
で
な
か
っ
た
石
綿
含
有
建
材
の
解
体
に
つ
い
て 

も
、
大
気
汚
染
防
止
法
改
正
に
よ
っ
て
規
制
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

法
改
正
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
、
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
事
が
大
事 

と
考
え
ま
す
。
県
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
橋
本
副 

知
事
に
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

《副
知
事
弁
弁
》 

 

今
回
の
法
改
正
で
は
、
石
綿
を
使
用
し
た
建
築
物
の
解
体
工
事
が
増
加
す 

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
石
綿
の
飛
散
性
が
低
い
建
材
も
新
た
に
規
制
対
象
と
な 

り
ま
し
た
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、
下
請
業
者
も
含
め
確
実
な
履
行
が
求
め 

ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
の
法
律
改
正
以
降
、
説
明
会
等
で
周
知
を
計
っ 

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
共
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
参
り
ま
す
。 

⑤
自
殺
防
止
対
策
「気
付
き
」 

●
私
の
人
生
を
見
る
。
生
ま
れ
て
ほ
ぼ
十
年
に
一
度
や
っ
て
来
る
苦
し

み
の
体
験
。
六
歳
か
ら
始
ま
り
前
回
は
三
年
四
か
月
前
。
苦
し
み
を

乗
り
越
え
て
、
ど
う
に
か
生
き
て
い
ま
す
。 

 

埼
玉
県
の
自
殺
者
の
状
況
。
令
和
二
年
六
月
か
ら
増
加
に
転
じ
、
十

月
に
急
増
し
た
。
自
殺
原
因
は
、
圧
倒
的
に
健
康
問
題
と
言
う
。
自
分

の
回
り
に
、
多
く
の
不
幸
が
あ
る
。 

友
人
家
族
の
悲
し
み
、
一
様
に
言
う
。 

「
気
付
か
な
か
っ
た
。
」 

 

県
で
は
、
ど
の
よ
う
に
自
殺
対
策
に 

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
か
？
今
後 

は
ど
の
よ
う
に
対
策
を
進
め
て
い
く 

の
で
し
ょ
う
か
。
本
気
の
ご
答
弁
を
。 

《
保
健
医
療
部
長
答
弁
》 

 

「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
令 

和
二
年
十
一
月
か
ら
24
時
間
３
６
５ 

日
体
制
と
強
化
し
ま
し
た
。 

 

「
気
付
き
」
に
つ
い
て
、
家
族
や
親
し 

い
人
だ
か
ら
こ
そ
、
悩
み
や
辛
さ
を
隠 

し
て
し
ま
う
事
が
あ
る
。
ゲ
ー
ト
キ
ー 

パ
ー
研
修
を
拡
大
し
ま
す
。 

   

①
国
防
と
文
化
・芸
術 

●
二
月
二
十
四
日
、
世
界
を
変
え
る
重
大
事
件
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国
は
米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア

の
三
大
軍
事
大
国
に
接
し
て
い
ま
す
。
軍
事
派
遣
の
ロ
シ
ア
、
覇

権
を
伺
う
中
国
。
日
本
と
は
異
質
な
政
治
体
制
と
軍
事
力
か
ら
大

き
な
脅
威
を
感
じ
ま
す
。
国
の
防
衛
力
の
強
化
を
急
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
付
け
入
る
隙
を
与
え
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。 

 

外
交
・
防
衛
は
国
、
埼
玉
県
は
、
人
づ
く
り
、
教
育
力
を
高
め
、

文
化
・
芸
術
を
通
し
て
歴
史
を
探
り
世
界
を
見
つ
め
る
。
大
き
く

深
い
思
考
を
持
つ
人
々
を
。
そ
の
良
質
な
文
化
・
芸
術
を
育
て
る

に
は
、
長
い
年
月
が
必
要
だ
。
優
れ
た
国
の
防
衛
力
は
、
強
力
な

軍
備
力
と
優
れ
た
文
化
人
で
す
。
知
事
の
お
考
え
を
頂
き
た
い
。 

《
県
知
事
答
弁
》 

 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
断
じ
て
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
さ
て
、
米
国
の
元
国
防
次
官
補
は
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
国

力
の
一
つ
と
考
え
、
物
理
的
な
防
衛
力
と
並
ん
で
重
視
し
ま
し
た
。
ま

た
、
「
文
明
の
衝
突
」
を
著
し
た
ハ
ー
バ
ー
ト
大
教
授
は
、
文
化
の
国
際

的
な
理
解
の
重
要
性
を
説
き
ま
し
た
。 

 

 

熱
く
語
る
！  

ま
ー
ち
ゃ
ん
節 

 
    

「
埼
玉
県
議
会 

3
・
3
（
木
） 

                

質
問
・提
言 

答
弁
（要
旨
） 

②
観
光
資
源
の
発
掘
と
磨
き
上
げ 

●
コ
ロ
ナ
後
の
た
め
に
、
今
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
観
光
立
県
埼
玉
、

日
本
一
の
世
界
一
の
観
光
地
に
し
た
い
。
歴
史
資
産
の
少
な
い
埼
玉
県
、
で
も
観
光
資

源
は
歴
史
だ
け
で
は
な
い
。
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
。
私
は
、
旅

行
や
調
査
出
張
時
、
歴
史
、
美
術
、
音
楽
、
建
築
は
当
然
、
一
番
重
視
す
る
の
が
食
事
。 

 

新
た
な
観
光
資
源
を
発
掘
し
て
の
再
発
見
。
ま
た
、
魅
力
的
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
も

必
要
だ
。
更
に
、
世
界
中
の
人
々
に
、
埼
玉
の
歴
史
、
風
土
、
行
事
、
食
事
、
人
々
、

今
を
魅
力
発
信
す
る
の
で
す
。
「
観
光
立
県
埼
玉
」
の
実
現
の
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ

う
に
発
掘
や
磨
き
上
げ
を
行
っ
て
い
く
の
か
知
事
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

《県
知
事
答
弁
》 

 

地
域
の
魅
力
を
新
し
く
作
り
磨
き
上
げ
て
い
く
事
、
私
も
同
感
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
、
観
光
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
げ
て
行
く
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
埼
玉
の
魅
力
を
高
め
、
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
を
呼
び
込
め
る
よ
う
、
オ
ー
ル
埼
玉
で
進
め
て
参
り
ま
す
。 

③
郷
土
芸
術
家
の
育
成
に
つ
な
が
る
美
術
館 

●
先
日
、
北
浦
和
の
県
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー
の
帰
路
、
県
立
近
代
美
術

館
へ
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
日
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
郷
土
彫
刻
家
の
中
野
四

郎
の
特
集
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

埼
玉
県
で
は
、
沢
山
の
芸
術
家
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
美

術
を
通
し
た
文
化
・
芸
術
度
が
高
く
、 

絵
画
や
彫
刻
な
ど
に
親
し
ん
で
い
る 

人
が
た
く
さ
ん
居
ら
れ
ま
す
。 

 

公
立
美
術
館
使
命
と
し
て
、
絵
画 

・
彫
刻
な
ど
の
充
足
。
郷
土
芸
術
家 

の
育
成
企
画
、
子
供
達
へ
の
教
育
普 

及
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
ま 

す
が
、
教
育
長
の
ご
所
見
を
。 

《教
育
長
答
弁
》 

「鎌
倉
文
士
に
浦
和
画
家
」著
名
な
画
家 

や
彫
刻
家
を
輩
出
し
、
現
在
も
多
く
の 

芸
術
家
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

芸
術
家
を
講
師
と
し
て
子
供
達
が
芸 

術
の
楽
し
さ
を
学
び
、
関
心
を
高
め
る 

活
動
。
今
後
と
も
、
国
内
外
の
収
集
・展 

示
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

⑥
建
築
設
計
業
務
の
低
価
格
入
札 

●
私
は
、
昼
間
働
き
な
が
ら
夜
間
建
築
科
に
通
い
、
職
を
通
し
て
社
会
に

奉
仕
す
る
精
神
を
学
ん
だ
。
今
、
公
共
設
計
業
務
で
の
極
端
な
低
価
格
競

争
が
続
き
、
子
供
た
ち
の
建
築
家
志
望
者
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。 

 

県
発
注
で
は
、
最
低
制
限
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
多

く
の
市
町
村
に
お
い
て
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
結
果
的
に
、
公
共

建
築
物
の
整
備
や
維
持
管
理
の
品
質
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。 

 

制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
市
町
村
へ
、
導
入
を
働
き
か
け
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
お
考
え
を
。 

《
総
務
部
長
答
弁
》 

 

過
度
な
低
価
格
で
の
受 

注
は
、
品
質
の
低
下
を
招
く 

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
業
務
委 

託
の
最
低
制
限
価
格
制
度 

の
導
入
に
つ
い
て
、
働
き
か 

け
て
参
り
ま
す
。 

  
※

中
間 

ひ
と
休
み 

さ
ー
て
、
半
分
の
質
問
が
終
わ
っ
た
。
今
回 

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
し
ば
ら
く
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。

何
よ
り
運
動
不
足
で
あ
る
。
質
問
を
続
け
ま
す
。 

※

最
後
に 

 
 

議
場
の
皆
さ
ん
、
ご
清
聴
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

高
橋
ま
さ
お
の
質
問
、
終
了
し
ま
し
た
。 

 

あ
っ
と
い
う
間
の
３
０
分
で
し
た
。 

 

終
わ
り
！ 

さ
ー
質
問
だ
！ 

 
 
 
 

「
議
会
ロ
ビ
ー
」 

本年2月 定例県議会 
     質問原稿作り 
   「定休日/県政事務所」 

県議会へ登庁 
 「緊張感」 

汗を流す 高 橋 ま さ お  

埼玉新聞 3/4 

3
・
7 

建
設
新
聞 

県 議 会 通 信  

 県議会 本会議場 


